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研究成果の概要（和文）：語意学習は初期の即時マッピングのフェーズとその後の意味分野の再

構造化に伴う語意の再調整のフェーズがある。本研究は、語彙の中でも特に核となる動詞の学

習に焦点を置き、二つのフェーズのメカニズムを実験的に検討した。動詞の即時マッピングは

名詞のそれよりも難しいこと、それが言語普遍的な現象であるという知見が得られた。即時マ

ッピングの後に長い時間をかけて語意の再調整をしていくこと、再調整の過程にどのような手

がかりが用いられ、どのような要因が関わるのかを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Lexical learning takes place in two phases. First, children fast 
map a rough meaning to a newly introduced word. They then adjust and refine the meaning 
as they add new words in the semantic field. We found that (1) inference of word meaning 
by fast-mapping is more difficult for verbs than for nouns independent of the ambient 
language; (2) linguistic properties of the ambient language affects the cues children 
rely on in inferring verb meanings; (3) verb meaning obtained by fast-mapping is 
incomplete, and children have to go through gradual and continuous restructuring of verb 
meanings.  
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１．研究開始当初の背景 

乳幼児において言語の獲得は目をみはる速

度で非常に効率良く行われる。このような効

率のよい学習は子どもが語の意味を一つ一

つ大人に教えられるのではなく自ら推論し

ていることで可能なのであるが、状況中の手
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がかりは曖昧で、一事例もしくは非常に限ら

れた数の事例から語の意味を推論すること

は論理的に不可能であることが指摘されて

いる（Quine, 1969）。それにもかかわらず子

どもはどうして一事例から語意推論をする

ことができるのか、というパラドクスを説明

するために、「子どもが学習のためのさまざ

まなバイアスを持ち、これを用いて探索スペ

ースを制約しているためである」との考えが

主流になっており、これについてはほとんど

の研究者が同意している。いわゆる「制約研

究」の初期の時代には事物全体バイアス、形

状類似バイアスなどのバイアスが提唱され

たが、これらのバイアスは具体的事物の基礎

レベルカテゴリー名の学習に限定されてお

り、基礎レベル名以外の名詞の意味学習はま

ったく考慮されなかった。動詞の意味学習に

ついては、文法手がかりが意味の絞り込みに

役立つという理論が有力であるが、文法情報

のみで、どこまで詳細な意味が学習できるの

か、文法情報が、子どもの母語のそれぞれの

特性とどのように関係するのかなどの問題

が残されていた。また、初期の語意の絞り込

みのあと、子どもがいつごろどのようにして、

大人のように運用できる語意を獲得するか

という重要な問題もほとんど着手されてい

なかった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、語彙の中でも特に核となる動詞の

学習に焦点を置き、子どもの動詞語彙獲得の

発達過程を詳細に、長期の発達スパンで調べ

た。本研究は主に二つの部分から構成され、

それぞれ下記の項目を明らかにすることを

目的として研究が遂行された。 

 

(1) 即時マッピングによる動詞語意学習 

① 語意学習の初期に、幼児が即時マッピン

グで動詞語意をどこまで推論することがで

きるのか。名詞の語意推論に比べ、動詞の語

意推論は困難か 

② 母語の構造は動詞の語意推論の難しさ

に影響を与えるか 

③ 項の明示と省略はどのように動詞語意

推論に影響するか。また、母語の言語特徴と

の相互作用はあるか 

④ 子どもの即時マッピングによる動詞学

習を促進させるにはどうしたらよいか 

 

(2) 即時マッピング後の語意の再調整、最

構造化による動詞語意学習 

① 複数の類似する動詞群が存在する意味

分野で、大人のような運用ができる、つまり

おとなと同等の意味を獲得するのはいつご

ろになり、そこに至るまでにどのような発達

的変遷を経るのか 

② 大人と同じ運用ができる、ということを

「語意獲得」の指標とした場合、どのような

要因が語意獲得の容易さに貢献するか 

 

３．研究の方法 

(1) 下位項目①－④を明らかにするため、以

下の方法で実験を行った。 

①―② 日本語、英語、中国語の３つの言語

グループで幼児が動詞の即時マッピングをど

のように行うかを実験的に検討した。具体的

には、各言語グループの３歳児、５歳児に対

して、人が新奇なモノを用いて新奇な動作を

している動画を見せ、新奇な語を名詞、ある

いは動詞として提示する。次に、ことばが導

入された動画（標準刺激）の２種類のバリエ

ーションを見せる。ひとつは、動作が標準刺

激と同じだが、モノが変えられたもの、もう

一つは、モノは同じだが、動作が変えられた

ものである。子どもに、提示された名詞、あ

るいは動詞が二つの動画どちらに汎用できる



 

 

かを尋ねた。 

③ 完全な項を持った文（主語、目的語の省

力なし）と、項が省略された文の二種類の条

件下で新奇動詞を提示した。 

④ 子どもは、動詞の拡張が非常に保守的で、

動詞の汎用は最初に新奇動詞が導入された場

面と知覚的類似性が高い動作シーンに限られ

るという仮説(事物類似性ブートストラッピ

ング仮説)のもと、同じ動作のテスト刺激にお

けるモノの標準刺激に対する知覚的類似性の

高、低で動詞の汎用の成功率が変わるか否か

を検討した。  

 

(2) 中国語は「持つ」「運ぶ」に相当する意

味領域を非常に細かく分け、それぞれに別の

動詞を割り当てて区別している。中国語を母

語とする子どもは、「持つ」「運ぶ」に相当

する２０以上の動詞を覚え、さらに、それら

の動詞のそれぞれがどの状況で使われ、それ

ぞれの動詞の意味が他の動詞とどのように異

なるのかを整理していかなければならない。

本研究では、中国語を母語とする３，５，７

歳児と成人が、人がモノを持って運んでいる

一連のビデオに対し、動詞を産出してもらい、

運用パターン全体が発達とともにどのように

変化し、動詞適用の基準がどのように変遷し

ているかを多変量分析によって検討した。 

 

４．研究成果 

項目(1)と(2)について、以下の知見を得た。

(1)の成果はChild Development (Imai et al., 

2008, Haryu, Imai, Okada, in press), 

Cognition (Imai et al., 2008)などの国際

学術雑誌に発表した他、招待講演、book 

chapter、国際学会などで成果報告を行った。

(2)については、アメリカCognitive Science

学会の大会で発表し、現在国際学術雑誌に投

稿中である。また、岩波書店から学術専門書

を出版し（今井、針生, 2007）、一般への成

果報告として岩波新書を上梓した（今秋刊行

予定）。 

 

(1) 即時マッピングによる動詞語意学習 

① 子どもの母語に関わらず、言語普遍的に、

即時マッピングによる動詞語意学習は名詞

学習よりも困難である。３歳児は、日本語、

中国語、英語のどの言語グループにおいても、

名詞の即時マッピングには成功したが、動詞

条件では、モノが変わった新しいアクション

シーンに、教えられた新奇動詞を般用するこ

とができなかった。 

② 中国語、日本語は項が頻繁に省略される

ため、英語に比べ、動詞の出現割合が高く、

形態変化もないので、もっとも動詞学習に有

利な言語と考えられていた。しかし、実際に

は、中国語児は動詞の即時マッピングが最も

困難で、５歳児でも動詞として提示された新

奇語を名詞のように、モノが同じシーンに汎

用してしまった。これは、中国語では、名詞

と動詞が形態的に区別されず、文全体の構造

を見極めないと、品詞の同定ができないこと

が原因だと思われる。 

③ 英語では項の省略はほとんど起こらず、

日本語では文脈から推測される項は通常省

略される。英語母語時は、新奇動詞を提示す

るときに、項が省略されると５歳児でも即時

マッピングによる汎用ができず、ビデオから

わかる視覚情報以上の意味情報を持たない

代名詞でも、項がきちんと埋まっていれば、

汎用に成功した。一方、日本人５歳児は項あ

り条件では汎用ができず、項なし条件で汎用

に成功した。このことから、母語の構造が、

動詞の学習の最適な提示方法に影響を与え

ることがわかった。 

④ 事物類似性ブートストラッピング仮説

が支持され、新奇動詞の汎用は、子どもの母



 

 

語に関わらず、３歳児には難しいが、同じ動

作のシーンにおける新しいモノが、標準刺激

のモノと知覚的に類似している場合、汎用が

促進されることがわかった。 

 

(2) 即時マッピングにより付与される動詞

語意はあくまでも暫定的なもので、成人母語

話者と同じ運用ができるようになるには、非

常に長い時間がかかることがわかった。 

① 産出パターンからマトリックスを作り、

各年齢のマトリックスと成人のマトリック

スの相関を求めると、３歳児は0.2以下、７

歳での0.6程度の相関しか見られなかった。 

② 子どもの動詞適用の基準は当該動詞の

対象物としてのモノの典型性に大きく依存

する。成人は、モノではなく、持つときの手

の形、体の部位など、「持つ様態」によって、

動詞を使い分けている。年齢が上がるにつれ、

モノ依存から動詞適用の基準が様態依存に

移行することがわかった。 

③ 大人と同じ運用ができることを「語意獲

得」の指標とすると、語の頻度よりも、境界

が重なる隣接語を多く持つ語が獲得に時間

がかかるという知見が得られた。 
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